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要約 

本研究は，コロナ禍での博物館活動におけるバーチャルリアリティ(以下 VR)を活用した

展示手法の開発である． 

糸魚川市フォッサマグナミュージアムは，糸魚川ユネスコ世界ジオパークの中核施設で

あり，ヒスイや化石，日本列島の成立ちが分かる地質系の博物館である．2022年は，糸魚

川市内の縦走路「栂海新道」が全線開通し 50周年の年となる．これを記念し，アルプスと

海をつなぐ栂海新道 ～大縦走路の軌跡～」(以下，山の企画展)を開催した．その際に，

山の特別展をコロナ禍の状況に対応した展示とするため，家でも楽しむことができ(VRを

導入したホームページ整備)，登山したくなるような展示(二次元バーコードによる 360度

画像へのリンクと、超広角プロジェクターによる 360度動画の体験)を実践した． 

 

１ 研究の目的 

コロナ禍において博物館活動の推進には，三密を避けることが必要となり，館内のバー

チャルツアーの整備など VRコンテンツの導入が進められている．今回，山の特別展を実践

の場として 360度動画の撮影や編集，展示物への反映などを実施した． 

 

２ 研究結果 

①  山の VR コンテンツの取材と編集 

2020年度の予備調査により，360度カメラの

性能が悪い場合，満足な VR用の動画が撮影で

きないことが判明したため，GoPro社製 GoPro 

MAXを購入することで，糸魚川市内の山 12カ

所で 360度動画を撮影(図１)した．山岳ヘルメ

ットに GoPro MAXを固定し撮影すると，ヘルメ

ットをかぶる人物が真下に大きく写るため，動

画としては不適であった．そのため， GoPro 

MAXを高く掲げて撮影を実施した．いずれにし

ても，周囲の安全を十分に配慮し撮影する必要

を感じた． 図１ 登山道で 360度動画を撮影 



 GoPro MAXで撮影した 360度動画については，独自形式(.360ファイル形式)のため，純

正ソフトの GoPro MAX Exporterを利用し mp4形式に変換した．adobe製 Premiere Pro及

びサイバーリンク社製 Power Director 365の２種類の編集ソフトを利用したが，操作の簡

便性では Power Director 365が勝っていたため常用した． 

 

②  既存ホームページや展示物への VRコンテンツの追加 

スマートフォンやパソコン等で視点を変更しながら 360度の登山風景を体験することが

できる VR動画として YouTubeにアップロードした．これらの動画

は，リンクや二次元バーコードとして，糸魚川観光 YouTubeチャン

ネル(図２)や山の特別展ホームページなどに掲載し，活用した． 

山の特別展では，展示パネルに二次元バーコードを印刷し(図

３)，YouTubeにある山の VR動画へ観覧者が容易にアクセスできる

ように工夫した．二次元バーコードを活用し，VR動画とリンクさせ

ることで，来館者に対し三次元の山の体験ができるようになった． 

 

 

③ 展示室への超広角プロジェクターを利用した VR動画の投影 

展示会場での VR動画の体験には， VRゴーグルである VIVE Focus Plusを活用する予定

であった．しかしながら，コロナ禍の進展により，非接触での体験が重視されるようにな

り，来館者が着脱する VRゴーグルの活用は難しいと考えられるようになった．そのため，

VR動画を超広角プロジェクター(オーエムオー株式会社製どこでもドーム)で放映した．  

360度の動画を約 120度の画角で放映するため歪みがでるが，山の登山風景の場合，それ

がかえって臨場感を増す結果となった．文字が歪むと見づらくなるため，これらは画面の

中央に配置した．動画の周辺部分の歪みは，Premiere Pro CCのレンズ補正を利用して解

消した． 
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図２ リンク 

図３ 二次元バーコードを活用した山の特別展展示パネル 


